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本
連
載
で
は
、
日
本
各
地
で
文
化
や
芸
術
を
支
え
て
い
る
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

第
６
回
は
、
埼
玉
県
比ひ

き企
郡
と
き
が
わ
町ま
ち
、
手
漉
き
和
紙
職
人
の
谷
野
裕
子
さ
ん
で
す
。

谷
野
裕
子
（
た
に
の
・
ひ
ろ
こ
）

　

手
漉
き
和
紙
職
人
。細
川
紙
技
術
保
持
者
、埼
玉

伝
統
工
芸
士
、
彩
の
国
優
秀
技
能
者
。
現
在
、
細
川

紙（
２
０
１
４
年
11
月
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

記
載
登
録
）の
正
会
員
と
し
て
工
房「
手
漉
き
和
紙 

た
に
の
」を
運
営
す
る
ほ
か
、
学
校
・
博
物
館
・
美

術
館
等
で
の
和
紙
作
り
の
指
導
や
講
演
、
他
産
地

や
海
外
で
の
技
術
指
導
を
行
う
。書
写
素
材
と
し
て

の
和
紙
は
も
と
よ
り
、ホ
テ
ル
、
住
宅
、
店
舗
の
内

装
も
手
掛
け
る
。

日
本
め
ぐ
り

N I P P O N
M E G U R I

【写真①】工房の様子

【写真②】和紙の原料となる楮の
畑。むさし企画（地域の方々）
も手伝っている

［写真右上］煮上がった楮
［写真右下］手漉き和紙

谷野さんの製作する和紙は、茶室や
ホテルなど、建築物の内装にもよく
使用される。写真は「札幌・定山渓
温泉 章月グランドホテル」のエント
ランス

【写真③】谷野さんが作った胴
掛け。和紙をこよりにして編
んであり、表面は漆塗になっ
ている（漆は漆芸・人間国宝
の室瀬和美氏）。以前のものは
100年間、漆を塗り直して使わ
れてきたという

和紙で製作されたウェディング
ドレス。羽のように軽いという

第
６
回　

埼
玉
県
比ひ

き企
郡
と
き
が
わ
町ま
ち

　

谷
野
裕
子　
手
漉
き
和
紙
職
人

—
—

 

和
紙
の
製
作
過
程
で
、
特
に
大
変
な
工
程
は
ど
の
部
分
で
す
か
？

「
そ
れ
は
も
う
、全
部
で
す
。
一
年
を
通
し
て
必
要
な
作
業
が
あ
っ
て
、

夏
は
草
刈
り
、
楮
の
手
入
れ
。
秋
冬
は
そ
の
枝
を
刈
り
取
り
、
蒸ふ

か

し

ま
す
。
木
に
傷
が
つ
い
た
り
、
塵
を
一
つ
ず
つ
取
り
除
く
手
作
業
が

甘
か
っ
た
り
、
ど
こ
か
の
工
程
が
一
箇
所
で
も
い
い
か
げ
ん
に
な
る

と
、
紙
に
表
れ
ま
す
」

—
—

 

全
て
の
工
程
を
丁
寧
に
積
み
重
ね
て
い
く
の
で
す
ね
。

「
よ
い
紙
を
作
る
に
は
時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
天
気
と
も
相
談

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
大
変
で
す
よ
。
そ
の
代
わ
り
出
来
上

が
っ
た
も
の
は
、
１
０
０
年
、
２
０
０
年
と
長
持
ち
す
る
。
逆
に
化

学
的
な
も
の
が
入
っ
た
紙
は
、
す
ぐ
に
紙
の
格
好
に
は
な
り
ま
す
が
、

そ
の
分
す
ぐ
に
だ
め
に
な
る
の
で
長
持
ち
し
ま
せ
ん
。
よ
い
も
の
を

作
る
に
は
、
必
ず
時
間
が
か
か
り
ま
す
」

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
「
技
術
」

—
—

 

過
去
に
印
象
的
だ
っ
た
お
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？

「
人
形
浄
瑠
璃
の
三
味
線
の
胴
掛
け
の
製
作
で
す
。
１
０
０
年
前
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
た
和
紙
製
の
胴
掛
け
が
あ
り
、そ
の
復
刻
に
協
力
し
ま

し
た
。
当
初
は
和
紙
の
製
作
だ
け
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
よ
り 

に
し
て
、そ
れ
を
編
む
作
業
ま
で
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
て
。
指
紋
が

な
く
な
る
仕
事
で
し
た
（
笑
）【
写
真
③
】。
昔
の
胴
掛
け
に
は
穴
を 

開
け
て
、
構
造
を
手
探
り
で
研
究
し
ま
し
た
。
今
回
製
作
し
た
も
の

は
１
０
０
年
使
え
る
の
で
、
１
０
０
年
後
に
注
文
を
受
け
る
で
あ
ろ

う
職
人
さ
ん
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
よ
り
の
中
に
製
作
年

と
私
の
名
前
を
鉛
筆
で
書
き
入
れ
て
お
き
ま
し
た
（
笑
）」

—
—

 

ま
る
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
す
ね
！ 

こ
ち
ら
の
地
域
の
職
人
さ

ん
が
作
る
細ほ

そ
か
わ川
紙し

は
、
２
０
１
４
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、手
漉
き
和
紙
の
『
技
術
』
で
す
。 

ど
う
し
て
も
紙
自
体
が
注
目
を
浴
び
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
道
具

　

今
回
訪
れ
た
比
企
郡
と
き
が
わ
町
は
、日
帰
り
温
泉
や
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
、
山
の
幸
や
蕎
麦
な
ど
が
魅
力
的
で
す
。
近
隣
の
市
や
町
も 

含
め
た
こ
の
一
帯
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
地
で
は
古こ

刹さ
つ

・

慈じ

光こ
う

寺じ

を
中
心
に
、
１
３
０
０
年
前
か
ら
和
紙
や
建
具
の
伝
統
工
芸

が
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都と

き幾
川が
わ

の
水
源
に
恵
ま
れ
た
こ
の
場
所
で
、谷
野
裕
子
さ
ん
は
使
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
工
房
を 

営
ん
で
い
ま
す
。
秋
の
雨
の
日
、
晴
れ
間
の
見
え
た
午
後
に
伺
い
ま

し
た
。

よ
い
和
紙
を
作
る
た
め
に

—
—

 

谷
野
さ
ん
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
和
紙
職
人
の
道
へ
と

進
ま
れ
た
の
で
す
か
？

「
30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
東
京
の
商
社
で
シ
ス
テ
ム

構
築
を
担
当
し
て
い
た
の
で
す
が
、少
し
疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
ん
で

す
よ
ね
。
毎
日
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
か
っ
て
、
夜
も
遅
く
て
。
こ
の

ま
ま
続
け
た
ら
体
を
こ
わ
す
か
し
ら
と
考
え
て
い
た
頃
、
転
勤
で
埼

玉
県
熊
谷
市
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
休
み
の
日
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い

た
ら
、
工
房
で
和
紙
を
作
る
職
人
さ
ん
を
見
か
け
て
、『
紙
を
作
っ
て

い
る
人
が
い
る
ん
だ
！
』
と
驚
き
ま
し
た
。
物
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
↘ 

の
職
人
さ
ん
や
、
畑
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
人
た
ち
な
ど
、

多
く
の
方
々
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
は
い
つ
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
技
術
を
残
す
こ
と
へ
の
責
任
感
は
常
に
存

在
し
ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
温
故
知
新
で
、昔
の
人
に
学
び
、考
え
、 

そ
れ
ら
を
正
確
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
職
人
が
亡
く

な
っ
た
先
に
も
、
紙
は
残
り
ま
す
か
ら
ね
。
日
々
今
で
き
る
最
善
を

尽
く
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
次
世
代
へ
技
術
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
」

—
—

 

谷
野
さ
ん
は
学
校
を
は
じ
め
、
博
物
館
や
美
術
館
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
や
若
い
人
に

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
学
校
で
の
体
験
学
習
中
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
く
『
紙
漉
き
上
手
』
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
私
自
身
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
今
が
あ
る
わ
け
で
す
。

紙
漉
き
体
験
で
う
ま
く
い
か
な
い
子
に
は
『
失
敗
し
て
も
い
い
ん
だ

よ
。
私
も
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
今
が
あ
る
ん
だ
よ
』
と
伝
え
て
い
ま

す
。
紙
漉
き
は
途
中
で
失
敗
し
て
も
、
ほ
ぐ
し
直
せ
ば
元
に
戻
せ
る

ん
で
す
。
人
生
と
同
じ
（
笑
）。
や
り
直
し
が
き
く
ん
で
す
。
子
ど
も

た
ち
や
若
い
人
に
は
怪
我
を
し
な
い
程
度
に
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
、

経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
」

—
—

 

最
後
に
、
職
人
と
し
て
の
や
り
が
い
や
喜
び
を
感
じ
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
と
き
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
作
家
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
『
和
紙
が
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ん

だ
！
』
と
思
え
る
瞬
間
で
す
。
ま
た
、
依
頼
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の

要
望
す
る
和
紙
を
き
ち
ん
と
作
れ
た
と
き
。
依
頼
主
の
希
望
に
応
え

て
こ
そ
、『
自
分
は
職
人
だ
』
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
」

を
作
る
人
が
い
る
の
は
当
た
り
前
な
の
に
ね
（
笑
）。
そ
の
と
き
、

私
も
土
の
匂
い
の
す
る
仕
事
が
で
き
た
ら
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ

し
て
、
埼
玉
県
が
実
施
し
て
い
た
和
紙
職
人
の
研
修
生
制
度
に
応
募

し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
」

—
—

 

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
工
房
は
、
以
前
は
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
っ

た
そ
う
で
す
ね
。

「
個
人
の
工
房
だ
と
、
自
宅
の
土
間
の
よ
う
に
広
く
な
い
場
所
で
、
注

文
を
受
け
た
紙
を
漉
く
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
自
身
の
作
品
に
和
紙

を
使
う
作
家
さ
ん
た
ち
が
、
紙
漉
き
を
体
験
し
た
り
自
由
に
実
験
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
元
給
食
セ
ン
タ
ー

を
ラ
ボ
化
し
ま
し
た
【
写
真
①
】」

—
—

 

こ
こ
に
は
作
家
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。工
房
を
見
学 

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
冷
た
く
き
れ
い
な
天
然
水
と
植
物
が
原
料
で

あ
る
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

「
昔
な
が
ら
の
和
紙
は
自
然
か
ら
生
ま
れ
て
自
然
に
帰
る
か
ら
、と
っ
て

も
エ
コ
。
そ
れ
に
、
和
紙
は
弱
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
け
ど
、
非
常
に 

丈
夫
な
素
材
で
す
。
絹
よ
り
も
強
い
と
さ
れ
て
『
絹
五
百
年
、
和
紙

千
年
』
と
い
う
言
葉
も
あ
る
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
ね
。
う
ち
で
は
材
料

の
楮こ

う
ぞ

を
育
て
る
た
め
に
、
畑
も
作
っ
て
い
ま
す
【
写
真
②
】」

教
育
芸
術
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
細
川
紙
の
詳
細
や
工
房
の
様
子
、

和
紙
の
製
作
物
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
漉
き
和
紙 

た
に
の

埼
玉
県
比
企
郡
と
き
が
わ
町
桃
木
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次 代 につ なぐ

校
長
先
生

の
講
話

八重尾先生が作曲した学年歌を６年生に教える様子。この曲は６年生
全員で作詞したもので、修学旅行や音楽朝会で歌われていた

講話する八重尾先生。休み明けの講話「生活リズムを早く取り戻そう」

10

0 6 0 7

第10回　八重尾 悟 先生（北
ちゃ

谷
たん

町立北
ちゃ

谷
たん

第二小学校　第14代校長）

「水
す い

車
し ゃ

人
ひ と

火
ひ

熱
ね つ

」に気を付けて命を守ろう
友だち

定年退職して早３年目を迎え、現在は初任者指導教員として勤務し、
後輩育成に努めているところです。北谷第二小学校は、教職人生として、また校長として、

最後の勤務校ということもあり、これまで学んできたことを最大限に生かし
「子どもたちのために何ができるか」を考えました。

その一つが、校長講話です。校長講話は、話だけではなく、主題と関連する楽曲を取り入れ、
「受け身的な講話」から、歌う活動を取り入れた「能動的な講話」を工夫しました。

その中から、２つの講話を紹介します。

八重尾 悟（やえお・さとる）
沖縄市立高原小学校・沖縄市立中の町小学校　拠点校初任者指導教員
元 沖縄県小学校管楽器教育研究会 会長
元 沖縄県小学校音楽教育研究会 会長
元 沖縄県中頭地区小学校音楽教育研究会 会長

　本連載では、学校長を務められた先生が、これまでに
学校で子どもたちに語り届けた講話をご紹介します。
　第 10回は、沖縄県の八重尾悟先生が北

ちゃ

谷
たん

第二小学
校で話した校長講話です。八重尾先生は、大切なこと
が子どもたちの記憶にきちんと残るよう、自ら曲をつ
くり、ギターを弾いて歌ってこられました。「耳だけで
なく目でも分かり、そして音楽で心に伝える講話」を目
指して子どもたちに聞かせたお話をご紹介します。

　明日から夏休みです。夏休みは、家族と出かけたり、友だちと遊んだり、楽しいことがいっぱい 
待っていますね。でも、そんな楽しい夏休みも、大きなケガをしたり、事故にあったりしたら 
台無しになります。これから、夏休みを安全に過ごすための合言葉を教えます。「水

すい

・車
しゃ

・人
ひと

・
火

ひ

・熱
ねつ

」［パワーポイントで文字を提示］です。みんなで読んでみましょう。
　まず、「水」です。水による事故が最も多いのは７月と８月です。ちょうど夏休みにあたります
ね。海や川に行ったら、必ずお家の人や大人の目の届くところで遊ぶこと。２番目は「車」です。
交通事故にあわないように、交通ルールを守り、車をよく見て横断歩道を渡ること。３番目は

「人」です。『いかのおすし※』を守って、知らない人にはついていかないということ。４番目は「火」
です。マッチやライターで火遊びをしないこと。最後は「熱」です。この熱は、熱中症の熱の 
ことです。暑い時は日陰で休み、水分補給をすること。この５つに気を付けて、自分の命は自分
で守れるように注意しましょう。
　みんなが覚えやすいように、校長先生が歌にしてきました。１回目は校長先生が歌います。
短く覚えやすい歌なので、皆さんだったら、すぐ歌えると思います。

水・車・人・火・熱水・車・人・火・熱
水車人火熱　水車人火熱

命を守る　みんなの合言葉
水車人火熱　水車人火熱

途中から一緒に歌ってくれるお友だちがいました。ありがとう。では、練習してみましょう。
［何度か練習する］では、みんなで歌いましょう。
［歌い終わった後］では、命を守る合言葉を全員で読んでください。「水・車・人・火・熱！！」

講話中に子どもに意見を発表させる

※パワーポイント等による資料は省略。

※防犯標語

　その日の放課後、「♪水車人火熱♪」と口ずさみながら下校していく子ども達を見て、「夏休み明け
は、みんな元気に登校してくれるぞ」という期待が膨らみました。

「水車人火熱」に気を付けて
命を守ろう

　児童は、学校では先生が、家庭では家
の人が、それぞれ危険から守ってくれる。
しかし、周りに大人がいない時は、自分
を守るのは自分しかいない。危険なこと
から身を守る意識をもってほしいという
願いから『水

すい

・車
しゃ

・人
ひと

・火
ひ

・熱
ねつ

』という短い
歌を作曲しました。夏休みに入る前に本
講話を行うことにより、子ども達の安全
意識を高めたいと考えました。



新潟

高崎

大宮

東京

群馬県

埼玉県

編集部メモ

上 野 耕 平 の

［ クロッシ ン グ ］

Information

第 11回

高
崎
駅
で
撮
影

新
潟
駅
で
撮
影

0 8 0 9

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
幹
線
車
両
、
Ｅ
４
系
が
２
０
２
１
年
10
月
１
日
を
も
っ
て
引
退
す
る
。
増

え
続
け
る
通
勤
客
の
需
要
に
応
え
る
た
め
１
９
９
７
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
全
車
２
階
建
て
８
両 

編
成
。
愛
称
の
Ｍ
ａ
ｘ
は
先
代
の
Ｅ
１
系
譲
り
だ
。

　
編
成
を
２
本
繋
げ
た
16
両
編
成
で
走
る
列
車
の
旅
客
定
員
は
１
６
３
４
人
。
高
速
鉄
道
と
し

て
は
世
界
最
大
の
輸
送
量
だ
。

　
新
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だ
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気
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だ
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ら
見
る
と 
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の
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る
。

　
僕
自
身
も
沢
山
お
世
話
に
な
っ
た
Ｍ
ａ
ｘ
が
惜
し
ま
れ
つ
つ
引
退
す
る
。

文・写真：上野耕平（うえの・こうへい）
第28回日本管打楽器コンクール サクソフォーン部門において、史上最年少で第１位ならびに特別
大賞を受賞。学生時代にCDデビューを果たす。2014年第６回アドルフ・サックス国際コンクールに
おいて、第２位を受賞。常に新たなプログラムにも挑戦し、サクソフォーンの可能性を最大限に伝
えている。現在、演奏活動のみならず「題名のない音楽会」、「報道ステーション」等メディアにも多
く出演している。第28回出光音楽賞受賞。昭和音楽大学非常勤講師。The Rev Saxophone Quartet、
ぱんだウインドオーケストラコンサートマスター。

　　　　　　
◇上野耕平コンサート情報はこちら。
https://uenokohei.com/concert/

（上野耕平オフィシャルホームページより）

あ
り
が
と
う
Ｍ
ａ
ｘ
! !

E4系は、オール２階建て新幹線電車「Max（Multi Amenity Express）」の
２代目として開発され、1997年12月に東北新幹線で営業運転を開始した。
先頭部分が突き出たロングノーズデザインで、運転室は航空機のような
キャノピー型になっており、標識灯は盛り上がっている。
これらは空力特性を追求したためである。
2021年10月１日までの24年間、定期運行を続けた。

友だち
　報道等で「子どもの自殺」が報じられる度に、

「誰かに心の内を相談できなかったのだろうか」
と、胸が締め付けられる思いがしていました。せ
めて支えてくれる友だちがいてくれたら、結果は
変わっていたかもしれない。そんな思いから「何
でも話せる、相談できる友だちをつくってほしい」
という思いを込めて考えた講話が「友だち」です。

　皆さんには友だちがいますか。何でも話せて、けんかしても仲直りができる、そんな信頼できる 
友だちがいる人は、とても幸せですね。そんな友だちを、親しい友と書いて「親友」といいます。
　校長先生は高校生の時、なんでも話せるＫ君［講話では実名］という親友がいました。先生に
ギターを教えてくれたのも、その友だちだったのです。今は別々のところに住んでいるので、 
なかなか会うことはできません。でも、ギターを奏でるとその親友のことを思い出し、心が温かく 
なります。子どもの時にできた親友は、一生の宝物になります。これから中学校、高校、大学と
進学する中で、心と心が通じ合う友だち、親友ができることを願っています。みんなが仲良く、
楽しく学校で過ごしてほしいという気持ちを込めて、『友だちはいいもんだ』という曲を歌います。
１番は校長先生がギターを弾きながら歌います。２番から皆さんも一緒に歌ってください。

友だちはいいもんだ友だちはいいもんだ
岩谷時子 作詞／三木たかし 作曲

ともだちはいいもんだ　目と目でものが言えるんだ
困ったときは　力をかそう　えんりょはいらない

いつでも　どこでも　君を見てるよ
愛を心に　君と歩こう　

みんなはひとりのために　ひとりはみんなのために
みんなはひとりのために　ひとりのために

ともだちはいいもんだ　言いたいことが言えるんだ
悲しいときは　はげましあおう　心はひとつさ

おとなになっても　わすれはしない
夢をだいじに　君と進もう

みんなはひとりのために　ひとりはみんなのために
みんなはひとりのために　ひとりのために

［歌い終わった後］
何でも話せて、相談できる仲のいいお友だちがたくさんいる「北谷第二小学校」にしていきましょう。

　２番の歌詞から歌いだした子ども達の歌声が、体育館いっぱいに
響いた瞬間、胸が熱くなり感動したことを覚えています。さらに、
友だちと力を合わせて活動している子ども達の日常の写真が、パ
ワーポイントに映し出されると、子ども達の歌声も一層気持ちのこ
もった歌声になり、みんなの心が一つになったように感じました。
　以上のように私は、可能な限り、子ども達が歌う活動を取り入
れた「子ども達が参加する講話」を工夫してきました。これからも
北谷第二小学校の子ども達が、人との関わりを持ち続け、そして自
分を大切にできる、よりよい人生が送れることを願いながら本稿を
閉じさせていただきます。

気持ちを込めて歌う子どもたち

『友だちはいいもんだ』をギターで伴奏している八重尾先生

https://uenokohei.com/concert/
https://uenokohei.com/concert/


音楽が育むライフスキル
貧困に苦しむフィリピンの子どもたちのために

vo l .10 ［ ワ ー ルド レ ポ ート ］

田中宏明（たなか・ひろあき）

　特定非営利活動法人セブンスピリット理事長。オーケストラプロジェクト、楽器の演奏指導など、様々な
音楽教育を通じて子どもたちの社会性や協調性（ライフスキル）を育むための活動に取り組んでいる。
http://seven-spirit.or.jp

（1）パチスロとはパチンコ型スロットマシンの略称。パチスロライターの主な業務には、取材や営業による全国回り、攻略本の執筆などがある。
（2）1975年にベネズエラの音楽家ホセ・アントニオ・アブレウ博士によって設立された、青少年育成と犯罪防止を目的とする音楽教育プログラムの有志
組織。

H
iroaki Tanaka

NPO設立の経緯とフィリピンの現状

セブンスピリットの 活 動

bouquet［ブーケ］編集部（以下、b）：フィリピンで活
動することになったきっかけを教えてください。
田中：20代の頃、僕は日本でパチスロライター（1）の仕事
をしていました。25歳ぐらいから東南アジアの国々を
年に２～３回旅行するようになり、そこで暮らす子ども
たちや街の様子を見ていく中で、NPOや子どもに関わる
海外の活動に興味をもつようになりました。30歳になる
直前、「30代は別のことをしよう」と思い立ち、2011年、
費用が比較的安価だったフィリピンへ語学留学する 
ことに決めたのがきっかけです。
b：留学されて２年後の2013年には既にフィリピンで
音楽教室を始められていますね。
田中：たまたま僕がフィリピンで最初に出会った大学
生が孤児院で鍵盤ハーモニカを教えていて、その彼と
仲よくなって話をしているうちに、音楽や「エル・シ
ステマ（2）」のシステムに関心をもつようになりました。
実際に彼の活動を通して変化していく子どもたちの
様子を目の当たりにして、音楽ができない僕に変わっ
て、彼が主となって活動できる体制をつくればいいの
ではと考えるようになったんです。彼の指導している
現場には、たくさんの日本人学生が見学に来ていて、
大半の日本人はリコーダーが吹けるし、実際、彼らも
リコーダーや鍵盤ハーモニカを子どもたちに教えてく

b：まず「セブンスピリット」という団体名が気になった
のですが、由来は何ですか？
田中：パチンコから来ています（笑）。批判の多い業界
ですが、僕はそこで学んだことがたくさんあったので。
b：現地の教室には何人くらいの先生がいらっしゃる
のでしょうか？
田中：メインの先生は１人で、その他にリコーダーや
鍵盤ハーモニカを教えられる若いアルバイトが５人ぐ
らい、あとはスポットで日本から教えに来てくれる方
がいます。指導力のある人が専門的なことを教えてい
るわけではありませんが、技術の向上を通じて子ども
たちが精神的に成長してくれればいいなと、そういう
点に主軸を置いて活動しています。
b：音楽教室に来る子どもたちは、毎日何人くらいいる
のですか？
田中：メインの拠点に百数十人、２か所の出張音楽教室
に各30人はいますので、合計200人くらいでしょうか。 
年齢は、小学校の１年生から卒業までが原則ですが、
大学生になっても来る子はいます。明確に「ここから
ここで卒業だよ」というのは今のところないので、フィ
リピンに戻ったら卒業のタイミングをしっかり決めよ
うかなと思っています。その上で、残りたい子は１つ
上のカテゴリー（ユースオーケストラ）のようなものを
設けて、他の仕事をしながら音楽にこだわれる場所を
つくってあげたいですね。

れていたので、これだったら協力してくれる人もたく
さんいるかもしれない。そういう点で、音楽はいいな
と思いました。
b：フィリピンには、やることがないからという理由
で盗みをしてしまう子どもがいると伺いました。
田中：僕が出会った子どもはそうでした。でも振り返っ
てみると、僕も高校生の頃、部活を真面目にしなく
なって、やることがなくなったらみんなで公園に集まっ
て悪いことをして……時間があるとそんなふうに考え
てしまうじゃないですか。根本的にはそういう思考と
変わらないと思います。フィリピンの小学校卒業率は
約75%で、残りの25%が貧困層。中には手が足りない
からという理由で学校より家の手伝いを優先させる 
家庭も多いんです。ちょっと外に出ればシンナーな
どの誘惑があり、港近くのスラムエリアに住んでいる 
子どもたちの中には、船の乗降客やタクシーの運転手
からチップをもらって生活している子もいます。

b：楽器はどのように調達されていますか？
田中：楽器はほとんどが寄付です。最初は１台の鍵盤
ハーモニカしかなく、子どもたちは歌を歌うか、手拍
子を打つか、ダンスを踊ることぐらいしかできません
でした。それから日本の大学生が大量のリコーダーと
鍵盤ハーモニカを持ってきてくれて、それがきっかけ
で合奏のようなことをするようになって。３～４年目
くらいにはトランペットなどの管楽器を持ってきてく
れる人が現れました。現在ではオーケストラを組める
くらい楽器が集まっていますが、コントラバスやチェ
ロなどの大型低音楽器は不足しています。ヴァイオリ
ンは岐阜県にある恵那楽器の方が、新しいものを20挺

ちょう

 
ほどくださったんですよ。
b：たくさんの日本の楽器がフィリピンで使われている
のですね。
田中：いただいた楽器は日本でメンテナンスした後、
フィリピンに持っていきます。現地に楽器修理専門
の方がいないため、わざわざフィリピンまで来てくだ
さるリペアマンもいるほどです。セブンスピリットは 
そういったいろいろな人に助けられて活動が成り立っ
ています。壊れた楽器を香港やシンガポール、日本に
送って直している人もいますが、そういうことをフィ
リピンで受け入れられたら仕事が増えて十分生活が 
成り立ちますよね。今後、楽器のリペア工房をフィリ
ピンに作ることも将来的な考えの一つに入っています。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
街

合
奏
の
様
子

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
習
う
子
ど
も
た
ち

2012年に関東や関西の大学生による学生団体として発足し、2013年よりNPO法人セブンスピリットの
主催事業として開催しているオーケストラプロジェクト

　語学留学をきっかけに、貧困に苦しむフィリピンの子どもたちへの支援を目的とす
るNPO法人セブンスピリットを立ち上げた田中宏明さん。元パチスロライターの経
歴をもつ田中さんが、音楽を通じて子どもたちに伝えたいこととは何か。活動への想
いや今後の展望について語っていただきました。

1 0 1 1

http://seven-spirit.or.jp
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子 ど も た ち へ の 想 い と 今 後 の 展 望

b：活動の一つとしてオーケストラを子どもたちに体験
させているそうですが、子どもたちがふだんクラシック 
音楽に接する機会はあるのでしょうか？
田中：机をたたいて歌って踊ったり、ロックやはやり
のダンスミュージックを耳にしたりすることは日常的
にあるようですが、クラシック音楽を聴くことはほと
んどないと思います。
b：オーケストラの音楽に出会った子どもたちの反応は
いかがでしたか？
田中：リコーダーだったらちょっと練習したら吹ける
ようになるけれど、ヴァイオリンできれいな音を出して
ごらんと言われても、すぐにはできないですよね。そう
いう難しいことに挑戦して、できなかったことがちょっ
とずつできるようになっていく感覚は、彼らの喜びに
つながっていると思います。みんなで協力して一つの 
ものをつくるという経験もあまりしたことがないと思う
ので、オーケストラはその最たるものじゃないですか。

b：日本公演の前後で子どもたちの様子に変化はあり
ましたか？
田中：周りからは、子どもたちの語る夢が具体的に
なったと聞きました。彼らにとって衝撃的な出来事
だったのでしょう。僕が25歳でサイパンに行ったとき 
ですら、ものすごく世界が広がったので、子どもたち
の年齢と環境を考えればなおさらですよね。
b：日本の学生がボランティアで現地に行くこともある
と伺いました。
田中：そのとおりです。日本で集まって練習してから
みんなでフィリピンに行って、セブンスピリットの子ど
もたちと練習したり、いろいろな学校を回って演奏した
りしています。しかし、それもコロナ禍でしばらく中止
になっていて、例年２・３月と８・９月に行っているの
ですが、来年の２・３月も無理かもしれません……。
b：田中さんはふだんフィリピンにいらっしゃるのです
か？
田中：コロナ禍前までは７：３か８：２の比率でフィリ
ピンにいましたが、2020年３月に帰国してからは一度
も現地を訪問できていません。
b：コロナ禍で、現地はロックダウンが続いていると
聞きました。
田中：学校は休校になっています。一部ではオンライン
授業を行っていますが、インターネット環境やパソコン 
もないような貧しいスラムの子どもたちが多いので、 
学校にも外にも行けない、僕たちの活動にも来られない 
といった状況が１年半ぐらい続いています。
b：今後の展望についてお伺いできますか。
田中：今は日本での活動をちょっと増やそうかなと考
えています。例えば、フィリピンの子どもたちを日本
に連れてくるとか、国内インターン生を募って楽器の

セブンスピリットの活動に携わる中学校教諭の前
まえ

所
どころ

麻
ま

里
り

江
え

先生に、コメントをいただきました。
前所先生はインターネットを通してセブンスピリットを知り､ その活動に共感したことをきっかけにスタッフとなって、

フィリピンの子どもたちを支えています。

　「音楽って楽しい！」「表現するってうれしい！」さらには、「人と合わせる 
こと、聴いてもらうことは幸せなこと！」…… そんな思いを抱きながら、
子どもたちはセブンスピリットで活動しています。
　自分のすなおな気持ちをのせて表現する子どもたちが奏でる音楽には、
目に見えないたくさんの思いや願いが詰まっているように感じられます。
　きっかけは音楽。しかし、子どもたちは音楽を通した活動から、自分自身 
の世界を広げていきます。周りとつながり、自分を見つめ、そして将来に 
ついて憧れを抱き、夢を見ることの楽しさを感じていきます。
　現在はコロナ禍で活動がストップしていますが、子どもたちにとって 
一つの居場所となっているセブンスピリットで、音楽を通して自らを 
解放し表現することのできる日が、一日でも早く訪れることを願っています。
 セブンスピリット スタッフ 前所麻里江（松本市立菅野中学校 教諭）

b：ライフスキル教育に対する想いをお聞かせください。
田中：最初、僕らはライフスキルという言葉を知らず、
たまたま僕たちの活動を見に来ていた大学の先生が、

「君たちのやっている活動はライフスキル教育だよ」と
教えてくださったんです。ライフスキルは子どもたち
が様々な活動を通して自然に学んでいくものだと僕は
思っています。他人の考えをあれこれ押し付けること
はフィリピンの子どもたちに合わないので、型にはめ
ず自由に楽しく、それぞれの考えと個性の中でライフス
キルを身に付けていってくれればいいと考えています。
b：活動を通して、子どもたちはどのように変化したと
感じますか？
田中：責任感をもつようになり、大人になっているなと
感じます。家庭や友人関係などもいろいろ影響し合っ
ているのでしょうけれど。まともに働いたって将来どう
なるか分からないような、悪事と隣り合わせの環境の
中で、よく道を踏み外さずにがんばってくれているなと
思います。周りの人への感謝を忘れず、親に対しても
優しく。中には「セブンスピリットは僕たちが守るから」
と言ってくれる子どももいて、うれしいですよね、そう 

b：選曲はどのようになさっていますか？
田中：現地の先生が決めることが多いですね。子ども
たちから日本人のボランティアが喜んでくれる日本の 
歌を演奏したいとリクエストされることもあり、トトロ
などスタジオジブリ作品の音楽はよく取り上げます。
b：子どもたちが音楽教室にいる時間はどれくらいです
か？
田中：学校のある日は、16時ぐらいからポツポツと集
まってきて17時から始めて19時半には終わって帰ると
いう感じです。土日は朝から始めて14時頃には終わる
けど、その後残って練習している子もいますね。みんな 
熱心に取り組んでいて、いやいや参加している子は１人 
もいないと思います。過去に指導に来ていた日本人の
先生がおっしゃるには、学びに非常に積極的で、教え
ていても楽しいとのことでした。

寄付を呼びかける活動や広報活動を行うとか。活動の
根本を見直すよい機会になるとも思っています。また、
日本での活動以外に、現地で音楽と関わりながら仕事
に直結することが学べる専門学校のようなものを開校
できないかということも検討中です。例えば農業とか
漁業とか、子どもたちが音楽に限らず多方面で活躍 
できるように、将来の選択肢を増やし、サポートできる 
環境をつくれればいいなと考えています。
b：若者に向けて、メッセージがあればお願いいたし
ます。
田中：難しいことを考えず、まずはやってみることが
いちばん大切。思っていることをそのままにしておく
のではなく、まずは行動に移してみる。それでダメなら 
やめればいい。サポートしてくれる大人はきっと周り
にいるはず。できないのがあたりまえなので、できない 
ことはできる人に頼りながら、自分のやりたいことに
どんどん挑戦していってほしいなと思います。

いった気持ちが芽生えたことが。セブンスピリットを
卒業した子が、奨学金で大学に行けるようになった 
ことも、一つの大きな変化だと思っています。
b：これまでの活動を通して特に印象に残っていること
はありますか？
田中：いちばん悪ガキだった子が、リコーダーの発表
会で１番になったことです。もともと真面目な子なの
でしょうね、発表会が決まってから彼が練習してい
る姿をよく見かけていました。本番は彼だけ明らかに 
音が違い、１番になって最後に彼の名前を呼んだときは
お姉ちゃんが泣いちゃって。おそらくこれまで認められ 
たことのなかった彼は、みんなの前で拍手されて１番と 
言われ、自信になりうれしかったのでしょう、その子
はそこからすごく変わりましたね。
b：やりがいやこれまで活動していてよかったと思う
ことについて教えてください。
田中：子どもたちの感情を揺さぶることが僕の仕事だ
と思っています。うれしいだけじゃなく、悔しい、悲
しいといった感情の振り幅をつくってあげたいと思っ
ているので、子どもたちの様々な表情を見られたと
き、活動していてよかったと感じます。緊張する場を
設けたいと思い、過去２回ほど日本公演を行ったこと
もあるんですよ。
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フォトエッセイ
写真・文：ヒダキトモコ
Photo・Text：Tomoko Hidaki

ヒダキトモコ
フォトグラファー。日本写真家協会（JPS）、日本舞台写真家協会（JSPS）会員。
米国で幼少期を過ごす。慶應義塾大学法学部卒業。人物写真とステージフォト
を中心に撮影。ジャケット写真、雑誌の表紙・グラビア、各種舞台・音楽祭の
オフィシャル・フォトグラファー。官公庁や経済界の撮影も多数。
https://hidaki.weebly.com　Instagram：tomokohidaki _2

https://hidaki.weebly.com
https://www.instagram.com/tomokohidaki_2/
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編 集 後 記

『bouquet［ブーケ］』No.13をご清覧いただき、ありがとうございます。
　「日本めぐり」に登場した谷野裕子さんは、朗らかで明るい方でした。取材中に

見せていただいた和紙製の分厚い大福帳（売買の勘定を記入する元帳）や、
三味線の胴掛けなどは、実際に持ってみると驚くほど軽く、

さらに強度も十分だそうです。日本の技術のすばらしさを感じました。
　「World Report」で紹介した田中宏明さんは、軽快なフットワークでプロジェクトや活動を

展開させています。常に優しい笑顔の田中さんに、フィリピンのスラム街の子どもたちが
温かく見守られていることが分かります。

　お忙しい中、取材や執筆、編集にご協力賜りました全ての方に、
心より厚く御礼申し上げます。

04  ［ 連載 ］ 日本めぐり 第６回 谷野裕子（手漉き和紙職人）

06  ［ 連載 ］ 次代につなぐ 校長先生の講話 第 10 回 八重尾 悟

09  ［ 連載 ］ crossing 第 11 回 上野耕平

1 0   ［ 連載 ］ World Report vol .10 貧困に苦しむフィリピンの子どもたちのために 田中宏明（セブンスピリット）

1 4   ［ 連載 ］ フォトエッセイ One day, one moment 13 枚目 ヒダキトモコ
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